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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最初に、流山防災まちづくりプロジェクトのこれまでのあゆみについてお話します。

2018年にパートナーシップながれやま主催の【女性防災リーダー養成講座】がスタート。
自治会長の推薦や、防災に興味がある方が参加しました。
そして全6回の講座の中で、実際に避難所の運営をされていた方、また防災の活動を長年されていて、これまで色々な災害が起きた場所に出向いた事のある方々のお話を聞くことが出来ました。

災害に見舞われた事のない私たちは、【明日大地震が来るかもしれない。実際に避難所を開設するとなった時に、どんな事が必要になるのか】について考えました。

そして防災宣言を発表、2019年4月に流山防災まちづくりプロジェクトを設立しました。
これまでのあゆみについては、こちらです！�よろしければ、QRコードもご覧くださいませ！
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、こちらから協テクについてお話していきたいと思います。��１．ファーストコンタクトは千葉市で行われたセミナー
NPOの運営をサポートするNPOのセミナー。その時の事が記事になっています！QRコードを見てね！

２．セミナーの形式
2団体が前に出て、ワークシートを順に埋めていく形式
（ワークシート1枚目を順に埋め、次のワークシートに移る形式）�NBNPがまな板の鯉になる事が決まっていたので、活動概要をA4一枚にまとめて用意していったのだが、
松原先生はその紙を見る事もなかった。
皆さんのご想像の通り、すごい速さでワークシートを埋めていく事に・・・
ちなみに、もう一つの団体の方にその後お会いしましたが、全く良さが伝わっていなかった・・・（笑）


３．ワークシートを埋めていく時に思ったこと。
自分が思った以上に、自分の活動について言語化出来ていない事に驚いた。
特に1枚目のワークシート！松原先生が仰るロジックが大事！

その後

個別にNBMPのワークシートを埋める機会をいただいた。
その時の3時間？は、普段使っていない脳みそまでフルで使った！
その際にNBMPの企業向けプログラムを作りたい（実際に企画書を持ち込みたい企業も決まっていて、関係性もある程度出来ていた）というお話をした所、企画書を作っていただいた

更にその後

中央区の協働ステーションでの3日間で合計10時間セミナー宿題付きに参加。
私にとっては、松原先生とNBMPのワークシートを完成させていたら、数か月経った時点での参加。
一から作り直すのかと思っていたのですが・・・追加していけば良い！という事がわかり、今回のワークシートが完成！
その後も、まだまだ進化を続けています。

私にとっては、10団体以上の方が実際に取り組んだワークシートを目撃！
いろいろな団体があって、いろいろな思いがあるんだな～という事がわかりました！

そして・・・思ったのは、
もしかして一枚目が一番大事じゃない？という事でした。

「私たちの活動は何を目的にしていて、どんな活動なら社会に波及効果を及ぼすのか、何をすべきなのかが作業を通してはっきり見えてきた！」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、初めて関東地方ESD活動支援センターの伊藤さんとオンラインでお話した時に作って下さった資料です。�その頃は避難所開設訓練をすることに、どういう効果があるのかわからずにいたように思います。�ただただ、中学校が避難所になるんだし、自治会の方も来て練習したらいいんじゃない？�中学生はとっても役に立つということがわかるし、自治会の方も学校に入ることで様子がわかるし！�そこに多様性に配慮することを学ぶ機会を作ったら、災害に強い街になる！と思っていました。�
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここが一番大事！だと思います。
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